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2はじめに

◼ 同時市場の在り方等に関する検討会（以下、「同時市場検討会」という。）において、同時市場における調整力の
区分・必要量については、数値検証等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、調整力の細分化及び広域
調達の技術的検討に関する作業会にタスクアウトすることとされており、タスクアウト項目に関しては、これまで3回
（第53回、第55回、第56回）にわたり、議論してきたところ。

◼ また、第2回同時市場検討会（2023年9月20日）にて、タスクアウト項目については、適宜、報告・フィードバック
することとされている。

◼ このため、タスクアウト項目について、現時点における検討の進捗状況を取り纏めた上で、次回の同時市場検討会
（2023年12月27日）へ中間報告を行うこととし、今回、本小委員会においても情報共有を行いたい。
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◼ 同時市場検討会からのタスクアウト項目の検討結果については、直接、同時市場検討会に報告・フィードバックする
こととされている。（また、必要に応じて本小委員会に情報共有を行う。）

出所）第42回需給調整市場検討小委員会（2023年9月27日）資料4-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html

（参考） 同時市場検討会への報告・フィードバック

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html
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これ以降の資料は、同時市場検討会における報告資料として作成している。



同時市場における調整力に関する
タスクアウト項目の報告について

（中間報告）

２０２３年１２月２７日

資源エネルギー庁・電力広域的運営推進機関



6はじめに

◼ 第2回本検討会（2023年9月20日）において、同時市場における調整力の区分・必要量については、数値検証
等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会
（以下「作業会」という。）にタスクアウトすることとしており、その検討状況については、適宜、報告・フィードバックする
こととしていた。

◼ 今回、作業会から、それらの検討状況について中間報告があったため、ご議論いただきたい。
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出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）資料6をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf

（参考） 同時市場における調整力に関するタスクアウト

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf
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1. 作業会の位置付けおよび開催状況について

2. 論点整理・検討状況
（１）現行商品の必要性
（２）商品区分の見直し
（３）各商品必要量の算定式
（４）電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件

3. まとめ

目次
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10作業会の位置付けについて

◼ 第2回本検討会において、同時市場で前日以降も都度SCUCを行う（以下「同時市場（イメージ②）」という。）
とした場合の調整力の考え方については、その区分・必要量の数値検証等の純技術的な検討が必要であるため、
作業会にタスクアウトしたところ。

◼ それら純技術的な検討結果を踏まえて、今後、検証A（SCUC・SCEDロジック検証）、検証B（価格算定方法）
や費用便益評価、ならびに同時市場における調整力の制度的な建付け、取り扱い（負担）等の検討に活用する。

【同時市場における調整力の検討イメージ（関係図）】

調整力の区分・必要量に関する
数値検証等の純技術的な検討

調整力必要量の低減等
による便益評価

調整力の区分等を踏まえた
同時最適ロジック検証

調整力の区分等を踏まえた
ΔkW約定価格算定方法

同時市場における調整力の
制度的な建付けや取扱い

出所）第4回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年11月27日）資料3をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/004_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/004_03_00.pdf


11（参考） 調整力の定義も踏まえたkWh・ΔkW同時最適ロジック（検証の進め方）

細分化作業会への
タスクアウト項目

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）資料4をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf


12（参考） 第2回本検討会議事録（抜粋）

○市村委員

すみません、最後ありがとうございます。１点ちょっとお伺いしたいのは、45 スライド目の所との関係と、今後の調整力細
分化の技術検討作業会のスコープとの関係なのですが、いわゆるこれはΔｋＷ－Ｉという前日段階でのＴＳＯ予測需
要と小売需要との差っていうところはこの作業会のところでは取り扱うご想定があるのでしょうか。どちらかというと現行の商
品区分というところをどういうふうに見直していくのが良いのかといった技術的な検討というふうに考えれば、ここで書いてある、
ΔｋＷ－ＩＩとΔｋＷ－ＩＩＩということの必要な検討ということなのかなというふうに思っていて、ΔｋＷ－Ｉも予備力
に近い位置づけではないかと整理いただいていると思うので、その意味ではそういうことなのかなと思ったのですが、一応調
整力っていうところが色々多義的にここで使われているところかと思いますので確認をさせていただければと思います。

○事務局（広域機関）

（中略）続きまして市村委員の方に頂きましたご質問でございますが、こちらは、ΔｋＷ-Ｉというところは予備力に近い
位置付けという様に書かせて頂いた通り、今回、前日断面から 安定供給に必要な電源起動をどのように行うのかという
観点から、作業会等々におきましても効率的かつ必要な電源起動をどのように実行するのかというところで純技術的な量
とか方法論としては検討させていただこう、フォーカスに入れようというふうに思ってございます。他方で、ΔｋＷ-Ｉに関しま
しては、ここにも記載してございます通りその権利義務でございますとか、その取り扱いをどうするのかというところは制度的
な別論点だというふうに考えてございますので、量とかそういった取り方を技術的に効率的にというところを検討するところで
ございますが、制度的な建付け、取り扱いをどのようにするのかに関しましては本検討会の方でしっかりやっていくというふう
に考えています。そういった建付け・関係性ということでございます。



13作業会へのタスクアウト項目について

No 論点 詳細

1
現行商品（5区分）の必要性
（「予備力」としての扱い含む）

・現行商品（5区分）のGC時点（ΔkWとして）の確保は必要か
・現行商品（5区分）の前日時点（予備力として）の確保は必要か

2
商品区分の見直し
（再エネ誤差対応含む）

・EDC成分に二次②、三次①のような区分は必要か
・「予備力」と「電源脱落」（あるいは「予測誤差」）の一体確保は可能か

3
各商品必要量の算定式
（調整力・予備力必要量）

・同時市場の仕組みを考えた場合に、調整力必要量の算定式を変える
必要はあるか（予備力必要量の考え方はどうなるか）

・現行はエリア毎の必要量としているが、広域大（または同期連系系統
毎）の必要量へ変更可能か

4
電源起動・出力配分ロジック
における制約条件

・上記論点の検討結果に伴い、電源起動・出力配分ロジックにおける
制約条件はどのようなものとなるか

◼ 具体的なタスクアウト項目としては、同時市場において、イメージ②（前日以降も都度、SCUCを行う）となった場合
の調整力確保の考え方に関する下記の論点を提示。

◼ これらについては、これまで作業会で3回ほど議論されており、現時点における検討状況を中間報告する。

第55回
作業会

（11/9）
議論内容

第56回
作業会

（12/7）
議論内容

第53回作業会（10/5）議論内容 ※ 同時市場における調整力に関する
議題があった実施回のみを記載。



14（参考） 時間前市場の設計と調整力確保のタイミング（１／２）

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）資料3をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_03_00.pdf


15（参考） 時間前市場の設計と調整力確保のタイミング（２／２）

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）資料6をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf


16（参考） 第53回作業会（2023年10月5日）議論概要

○EDC領域の色々な予測技術が進んでおり、EDCが非常に精度がよくなれば LFCが少なくなってあまり確保しなくてもいい等の状況に
なっていたのではないか。EDCとLFCが混在してしまう状況であるならば、将来、分けること自体に意味があるのか

⇒どういった区分がよいか見直すことについても徹底した議論が必要と考えており、将来の状況変化、そこに適したものなのか、調整力の
考え方について一緒に議論させていただきたい

○中給システムの運用実態は、LFCで動きながらEDCでも指令を出すというのが基本。約定した調整力が中給システムの2区分の領域
でどのように活用されるか等も踏まえた上で検討していく必要がある

⇒どういった組み合わせでどういった効率化が図れるのかはそういったシステムの仕様にも着目して検討を進めていきたい

○広域的に同時市場で調整力を確保するようになると、実際は使わないものの、事故の際、調整力または予備力を使う時にマージンが
ないと大変なことになるのではないか。この作業会でもマージンの検討をするのか

⇒運用の考え方、あるいはマージンの設定方法で対応すべき領域もあると考えており、今後は連系線のみならず、地内系統でも混雑
が起こり得る中でどのように対応すべきかは本作業会における必要量の範囲に絡むところでもあり、事務局として整理したい

○日本でも12時間もあれば動くユニットもかなりあり、本当にΔkWで全部確保しておかなければいけないかは論点と考えている
⇒調整力公募においては、調達していない調整力もあり、同時市場に移行した場合に現行を踏襲すべきか検討したい

○今後、再エネが拡大していく中で、より高スペックな調整力に対するインセンティブが必要か
⇒より一層ハイパフォーマンスを出していただく対価を払うPJMのハイパフォーマンススコアなどを参考に検討したい

○現行の複合約定がかなり複雑なロジックになっていると認識している。魅力ある市場にするためには、シンプルで分かりやすい約定とする
ことは、参入事業者にとっても重要

⇒投資の予見性、市場参加のインセンティブ等を考えてもsimple is best はかなり共感を得られる考え方とも認識しており、今後の
議論を進めていきたい



17（参考） 第55回作業会（2023年11月9日）議論概要

○三次①によって二次②を代替する提案に賛同。インセンティブ設計については、インセンティブを得られるリソースの偏りや、約定処理に
おけるインセンティブ設計による約定ロジックが複雑化するといった課題がある

⇒具体的なインセンティブ設計については今後検討したい

○二次①と二次②はほぼ同じ要件のため、これらを統合させて二次調整力として扱うことができるのではないか
⇒二次①と二次②の商品集約についてもしっかり検討していきたい

○数分で起動可能な揚発や蓄電池があれば、電源脱落の瞬時分も対応可能であることから、平常時分と緊急時分両方は不要とも
考えられないか

⇒今回の整理から更に踏み込んだ示唆であり、今後、検討したい

○見直した考え方での必要量がどの程度になっているか、その必要量の変化・推移を見極めた上で、どういう商品要件が一番効率的か
を判断する必要がある

⇒現行の商品区分でなくなると、必要量の算定式自体、考え方も変わり得る

○日本ではN-1電制で平常時運用容量最大200%のぎりぎりの運用となっている。運用容量の考え方、設備増強の考え方とセットで
ΔkWの調達の考え方も議論する必要がある

⇒運用のみならず、系統増強ともセットで考えていきたい



18（参考） 第56回作業会（2023年12月7日）議論概要

○前回の商品区分の議論を踏まえて、必要量の考え方を整理いただき、方向性に異論はない。予備力の確保の考え方として、案1~3
を示しており、時間前市場の設計次第であるが、案2のように時間前市場で適切に確保していくことが望ましいと考える

⇒案2が現実解かとも考えており、起動可能な電源数や部分負荷ユニットなど、ファクトや数値を見極めながら、今後、案2の予備力と
SCUC追加分の割合を検討していきたい

○ΔkW確保エリア内の対象は地内系統・地域間連系線両方か。現在、連系線増強計画が予定されており、また、地内はノンファーム
接続が増えていくことを踏まえると、系統増強とセットで検討する必要がある

⇒地内系統、地域間連系線両方が対象であり、具体的に混雑に対応するには、まずは、各社の送電線の運用容量の考え方等の
ファクトを確認しながら、技術的にどのようにすれば、混雑に対応できるのか、今後、検討を進めたい

○ΔkW確保エリアに関して、許容できない系統制約をどのように定義するかがポイントであり、フリンジやマージンで対応する方法もあるし、
設備上限の考え方にもよるかと考える。日本の現状の連系線などの使われ方を踏まえると、結局、sub-zoneの分割が多くなる

⇒許容できない系統制約としては、SFTによる補正が不可能なものの一例として、負荷遮断があり、これは日本における信頼度基準
に関わるものと認識、ファクトと合わせて、今後整理していく

○案2に関しては起動特性に加えて、予測精度向上も１つのポイントになる。また、ΔkW確保エリアに関しては、日本では熱容量以外
で運用容量がきまっているところもあり、エリア内はエリア毎で考え方が異なっているとも考えるため、丁寧な調査が必要

⇒定性論としては実需給に近づけば予測精度は向上するが、起動可能ユニットが減少するので、バランスのいい点を探す必要がある
また、各系統の特徴、系統への影響度合いを確認して、市場で扱うにあたって、どういったことが統一できるか、今後、検討を進める

○予備力の確保時刻を可変にすれば、調整力をかなり減らすことができるのではないか
⇒SCUCの頻度次第であるものの、柔軟な運用ができれば予備力・調整力を減らすことができる、望ましい姿としては可能な限り
SCUCを回すこととなるが、技術的にどこまでできるかは総合的に判断する必要がある
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20需給調整市場と同時市場（イメージ②）の違い（１／３）

◼ 需給調整市場と同時市場（イメージ②）の違いは多岐に渡るものの、対応すべき事象やその必要性等を検討する
うえで最も影響があるのは、一般送配電事業者が調整力を確保するタイミング（柔軟性）の違いとなる。

◼ 需給調整市場においては、一般送配電事業者は前週※1および前日において調整力を確保、言い換えると、電源
態勢をほぼ決定することとなり、前日以降は調整力を確保する機会がないため、前日あるいはGCから実需給までの
予測誤差等も踏まえ必要量を算出している。

◼ 一方、同時市場（イメージ②）においては、前日取引終了後も、前日～GC（現行の時間前市場）にて、一般
送配電事業者の残余需要予測等に合わせたSCUCにより、電源態勢の補正、言い換えると、調整力の追加調達
が可能になることから、これらの違いにより対応すべき事象や必要量の考え方も変わってくると考えられる。

※2026年度以降は週間取引を前日取引とすることを目指し検討を行っている前週 ～ 前日 当日

需給調
整市場
および
卸電力
市場

同時
市場

時間前市場

GC 実需給

15時 17時10時

SP
市場

需給調整
市場

需給調整
市場

調整力の調達不可

GC 実需給

15時 17時10時

同時市場
（前日）

同時市場
（時間前）

調整力の調達可能 ※2調整力の調達可能

調整力の調達可能調整力の調達可能 調整力の調達不可

※1 週間取引から前日取引へ変更を検討中。（導入目標時期：2026年度）

※2 SCEDのみ可能（追加起動はできない）

【同時市場（イメージ②）での取引イメージ】

（イメージ②）



21需給調整市場と同時市場（イメージ②）の違い（２／３）

◼ また、同時市場（イメージ②）においては調整力の確保タイミングが変わるとともに、一般送配電事業者が対応する
調整力必要量を考える上での需給バランス（計画）の作成主体も変更になると考えられる。

◼ 現行の需給調整市場における需給バランスの基準はBG計画となっており、BG計画と実需要との差（予測誤差）
に対し、一般送配電事業者が対応を行っている。

◼ このため、一般送配電事業者は、前日以降の再エネ予測誤差（FIT①・③分）や、GC以降の需要予測誤差と
いったBG計画の変更できない部分（BGが調整できない部分）に対応する調整力を確保※1している。

◼ 一方で、同時市場（イメージ②）においてはTSO計画も踏まえた上で、前日以降もSCUCを行うことが可能となる。
言い換えれば、調整力・予備力を調達する基準がTSO計画へ変化するのと同義※2であり、前日以降のTSO需要
予測誤差を含めて対応すべき量を検討する必要があり、この点も考慮すべき大きな違いとなる。

※1 時間内変動等のBG計画に反映されない部分についても別途確保している。
※2 BG計画とTSO計画の差（ΔkW-Ⅰ）の取り扱いについては別途整理が必要。

前日

FIT①・③

GC 実需給

再エネ予測誤差

需要予測誤差対応

【需給調整市場でのイメージ】 【同時市場（イメージ②）での対応イメージ】

BG需要予測および供給力確保

時間内変動対応

前日 GC 実需給

再エネ予測誤差

TSO予測需要に応じた予備力確保

時間内変動対応

TSO再エネ予測に応じた予備力確保

需要予測誤差対応

：一般送配電事業者において対応が必要な領域：一般送配電事業者において対応が不要な領域



22需給調整市場と同時市場（イメージ②）の違い（３／３）

◼ また、第2回本検討会において、前日以降もSCUC（GC以降はSCED）によって追加起動を行うにあたり、日本は
比較的起動時間が長い電源も相応にあることから、追加起動リソースの不足が生じないよう、GC以前から一定の
「予備力」を確保する必要性についても取り上げたところ。

◼ このため、これらの違いを踏まえたうえで、各論点（タスクアウト項目）について検討を行う必要がある。

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年９月20日）資料6をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf
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24論点整理・検討状況＜現行商品の必要性＞（１／４）

◼ 現行商品の必要性については、調整力が対応すべき事象（時間内変動や予測誤差）に着目し、それぞれに対応
する調整力（商品）が必要かどうかについて検討を行った。

◼ 具体的には、平常時の時間内変動については事前に予測するのが困難なものであり、現行同様に必要と整理。

◼ 他方、平常時の予測誤差について、現行においては、FIT制度に伴う前日～GCの再エネ予測誤差、GC～実需給
の残余需要誤差（再エネ予測誤差と需要予測誤差の合成）に対応しているところ、同時市場（イメージ②）に
おいては前日以降もTSO計画を基準にSCUCを行うこととなり、前日～GCにおいても再エネ予測誤差および需要
予測誤差の両方に対応する必要があり、このような変化を踏まえると、同時市場（イメージ②）においては、前日～
GCについても、残余需要誤差として対応を行うことが整合的と整理した。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


25（参考） 平常時の時間内変動

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


26（参考） 平常時の需要予測誤差対応および再エネ予測誤差対応

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


27論点整理・検討状況＜現行商品の必要性＞（２／４）

◼ 次に、緊急時に対応する調整力（商品）の必要性について、現行においては、主に電源脱落時に周波数を維持
するため、GF・LFC・EDCの調整力の受け渡していくこととされており、この点、同時市場（イメージ②）においても、
電源脱落“直後”の周波数回復を図るGF・LFC（瞬時分）は基本的には必要※1と考えられる。

◼ また、電源脱落により喪失した供給力の補填（継続分）については、短時間（数コマ）ではBGの対応ができない
（計画変更できない）部分があることから需給調整市場で調達することとしているが、同時市場（イメージ②）に
おいては、一般送配電事業者によるSCUC（起動停止）が可能になるという状況変化も踏まえて再検討を行った。

◼ 具体的には、一般送配電事業者が起動停止権を有していた調整力公募以前の運用においては、電源脱落後の
一時的な予備力低下は許容（平常時のEDCで対応）した上で、一般送配電事業者による追加起動（確保）
で対応していたことから、同時市場においても、電源脱落“継続”対応のEDCについてはSCUCによる対応とすることで
調整力としての調達は不要※2とすることが合理的と考えた。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

※1 一部、平常時のGF・LFCを活用できないか等、要否については検討中。
※2 過去は、平常時・電源脱落のどちらか大きい方を確保していたが、電源脱落対応分を同一周波数連系

単位で確保するとした（量を減らした）ため、平常時分で電源脱落分は対応できると考えられる。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


28（参考） 電源脱落対応

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成・一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


29論点整理・検討状況＜現行商品の必要性＞（３／４）

◼ 最後に、需給調整市場と同時市場（イメージ②）の違いでも取り上げた、GC以前からの「予備力」に関しては、
SCUCにおける起動可能リソースが不足することへの対応として、新たに必要となる（需給調整市場では取り扱って
いない）ものとなる。

◼ この点について、GC以降は調整力により対応することを踏まえると、GCを境に予備力が調整力へ変化するのと同義
であり、予備力と調整力は連続性を持った商品と捉えるのが自然と考えられる。

◼ また、予備力はあくまでGC以前に発生する事象への対応であることから、時間内変動対応分（平常時、緊急時用
のGF・LFC）については、予備力に含めないと整理した。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


30（参考） 予備力の考え方

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


31論点整理・検討状況＜現行商品の必要性＞（４／４）

◼ 前述の検討結果をまとめると、現行商品の必要性については、以下のとおりとなる（一部検討中の項目あり）。

◼ なお、現行商品においては、同一（類似）事象に対して、複数の商品区分が設定されている状況であることから、
同時市場（イメージ②）における商品区分については、更なる深掘り検討を行った（次章で詳細説明）。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より作成・一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

【現行商品の必要性の検討状況】

※一部要否検討中

※平常時の方が多いため、そちらで対応するという意味※平常時の方が多いため、そちらで対応するという意味

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


32
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33論点整理・検討状況＜商品区分の見直し＞（１／３）

◼ 同時市場（イメージ②）においては、前日以降も一般送配電事業者がGCまで都度SCUCを実施することになり、
追加起動可能なリソースを余さず活用する観点から、より細やかに対応できるよう、高頻度でSCUC実施が可能な
体制を整えておくことが望ましいと考えられる。

◼ この点、SCUC実施頻度については一度のSCUCの所要（計算）時間に依存するため、極力SCUCロジックの計算
時間を短くする（計算負荷を低減する）方向、言い換えると、現行の商品区分から集約する（減らす）方向性が
求められる。

◼ 一方で、商品集約については、様々な課題（新規参入を阻害することにならないか等）が考えられるため、それらの
過去経緯等にも一定の配慮が重要。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


34（参考） 現行の商品区分・要件と同時市場（イメージ②）における変更点（検討の前提）

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


35論点整理・検討状況＜商品区分の見直し＞（２／３）

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

◼ 商品集約について、まずもっては機能・要件の近いEDC領域の商品である二次②、三次①の集約を検討。

◼ 具体的には、主に新規参入を阻害しないよう、応動時間の長い三次①に二次②を集約する方向が考えられるが、
単純に三次①に集約してしまうと、これまで二次②が担ってきた事象（変化の速い段差）に対応できなくなる。

◼ その対策として、要件としては幅広く用意しておきつつ単一商品として取り扱い、約定したリソースのハイパフォーマンス
部分（最低要件より高いスペックの部分）を上手く活用することで、残余需要予測誤差に対応する（成分分解は
行わず、全てのリソースで対応する）方向性が考えられるところ。

◼ 一方で、どのように上手く活用するのか（一案として、「インセンティブ設計」のようなものも考えられる）、その具体的
内容をどうするのかといった課題もあることから、米PJMにおけるハイパフォーマンス設計等も参考にしながら、引き続き
詳細な検討を進めていく。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


36論点整理・検討状況＜商品区分の見直し＞（３／３）

◼ 前述の検討結果をまとめると、商品区分の見直しの方向性については、以下のとおり（一部検討中の項目あり）。

◼ 商品集約については、まずもって二次②・三次①の集約検討に着手したところ、その他の商品集約※可否についても、
引き続き、作業会において検討が進められる予定。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

【商品区分見直しの検討状況】

※ 「電源Ⅰ-a（同じ枠）として確保していた一次・二次①の集約ができないか」「三次②についても
二次②・三次①と同じEDC領域として集約できないか」等の観点で検討。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


37（参考） 二次②、三次①、三次②の商品区分見直し

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


38（参考） 一次、二次①の商品区分見直し

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


39（参考） 二次①、二次②の商品区分見直し

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf
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41論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（１／６）

◼ 前述のとおり、商品の必要性については、同時市場（イメージ②）においても、平常時の時間内変動および電源
脱落（瞬時）は現行と大きく変わらないとした一方で、予測誤差については現行と大きく変更があることから、主に
予測誤差（残余需要誤差）必要量算定の考え方について検討を行った。

◼ 具体的には、SCUCにより起動可能なユニット（SCUC追加分）がどの程度存在するかによって、予備力の必要量
が変わり得ることから、以下3案に分けて、必要量の試算を行った。

案１：SCUC追加分は存在しないとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の全量」

案２：SCUC追加分が一定程度存在するとする案（案１、３の中間案）
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の一部」

案３：SCUC追加分が十分存在するものとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当」

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



42論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（２／６）

◼ 同時市場（イメージ②）における必要量について、一定の前提条件の下、試算結果をまとめると下表のとおり。

◼ 現時点で同時市場（イメージ②）に移行した場合の必要量（規模感）としては、現行必要量の50～80％程度
と考えられ、先述の予備力必要量（SCUC追加分）の考え方によって大きく左右すると考えられるところ。

【各商品必要量（規模感）の試算結果（東京・中部・関西3エリアの合計値）】

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



43論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（３／６）

◼ 一方、今回の試算は、あくまでも同時市場における必要量の規模感（ならびに低減効果）の把握や、今後の商品
区分見直しの検討に役立てることを目的に、現在（2024年）の需給調整市場での必要量（下表①）をベースと
し、現時点で同時市場への移行を実現したと仮定した場合の必要量（下表②）の試算という位置付けであることに
留意が必要。

◼ 今後、同時市場の導入に係る便益の試算等を実施するためには、将来的な再エネ導入の影響等を踏まえた上での
将来必要量（下表③・④）の試算が必要であり、引き続き商品区分見直しの検討とも並行しながら検討を進める。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



44論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（４／６）

◼ また、調整力の必要量は、不等時性といった要素が関係することから、ΔkW確保エリアならびに関連する発動制限
ΔkWの扱いに関しても、米国および日本の違いを踏まえて検討が進められている。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



45論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（５／６）

◼ 具体的に、米国ではN-1事故発生時の潮流解析および制約違反時の補正（SCUCスケジュールの変更）を行う
Simultaneous Feasibility Test（SFT）ならびに補正では対応（許容）できない系統制約の発生有無などを
基準にΔkW確保エリア（sub-zone）の細分化を行っていることが確認された。

◼ 一方、現行の日本では「連系線しか混雑が発生していない」かつ「エリア単位の調整力必要量が存在している」ことを
前提に、エリア外から広域調達する時のみ、連系線にΔkWマージンを設定することで発動制限を回避しており、米国
との違い、ならびに地内混雑発生に伴う将来課題（際限なく細分化）や現行手法の非効率性等が指摘された。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

【日米における発動制限ΔkWの対応の違い】

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


46（参考） 米PJMにおける前日市場の決定プロセス

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


47（参考） Simultaneous Feasibility Test（SFT）の概要

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


48（参考） sub-zoneの設定

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


49（参考） 現行の日本における発動制限ΔｋＷへの対応

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


50（参考） 同時市場（2030年頃）における運用容量イメージ

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料3より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf

◼ 日本は今後、ノンファーム型接続とN-1電制を同時適用していくことから、同時市場の実現が想定される2030年頃
においては、平常時運用容量200%で地内混雑が発生することも考慮して検討する必要がある。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_02.pdf


51（参考） 地内混雑発生に伴う将来課題

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



52（参考） 日本の現行手法における非効率性

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋



53論点整理・検討状況＜各商品必要量の算定式＞（６／６）

◼ 前述の米国の考え方、ならびに同時市場（次期中給システムと連携）において調整力の広域運用可能なプラット
フォームが整っていることを踏まえると、許容（対応）できない系統制約が存在しない限りにおいて、広域運用単位で
一括して調達することが考えられる。

◼ これにより、広域運用単位における不等時性を考慮した必要量算定が可能になることから、現行に比べ（全商品に
対し）、調整力必要量が低減できるメリットが享受できるとも考えられるため、まず広域運用単位でΔkW確保エリア
（sub-zone）の細分化を行うことを基本とし、許容（対応）できない系統制約とはどのようなものか、また、ΔkW
確保エリア内の混雑をどのような考え方で対応するか※といった方向性で検討を進める。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋

※ SCUCロジックの送電容量制約に組み込む（検証A内容）あるいは現行の地内運用
の考え方等も踏まえ、フリンジ（マージン）を設定するといった対応などが考えられる。

【同時市場におけるΔkW確保エリア細分化の基本的な考え方】
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55論点整理・検討状況＜電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件＞

◼ 電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件を検討するにあたっては、米PJMの電源起動・出力配分ロジック
（同時最適化ロジック）を参照しつつ、前述の調整力の必要性や区分・必要量（ΔkW確保単位含む）の検討
とも並行し、以下のとおり、論点整理がなされており、引き続き、検討を進めていく予定。

◼ 今後は、これらの検討結果を連携の上、検証Aにおける「調整力の定義も踏まえたkWh・ΔkW同時最適ロジック」に
関しても、検討を深掘りしていく予定。

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3をもとに作成・一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_53_03.pdf

【電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件に関する論点整理】

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_53_03.pdf
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57まとめ（１／２）

◼ 今回、第53回、第55回、第56回作業会における同時市場の調整力の検討状況について、中間報告を行った。

◼ 作業会においては以下の前提をもとに検討を進めている。

✓ 同時市場（イメージ②）においては、前日～GCまでの間、一般送配電事業者の残余需要予測等に合わせた
SCUCにより、調整力の追加調達が可能になる

✓ 同時市場においてはTSO計画を基準にSCUCを行う

✓ 前日以降もSCUCによる追加起動を行うにあたり、追加起動リソースの不足が生じないよう、GC以前から一定の
「予備力」を確保する

◼ 各タスクアウト項目の検討状況については、以下のとおり。

＜現行商品の必要性＞

✓ 調整力が対応すべき事象（時間内変動や予測誤差）に着目し、調整力（商品）の必要性について検討

対応する事象
同時市場における商品の必要性の論点 対応する

現行の商品区分予備力としての確保 調整力としての確保

時間内変動（極短周期成分）
不要 必要

一次（GF）

時間内変動（短周期成分） 二次①（LFC）

需要予測誤差
必要

二次②・三次① (GC以降のEDC)
三次② (前日～GCの再エネ)再エネ予測誤差

電源脱落（瞬時） 不要 必要 一次・二次①

電源脱落（継続） 不要 三次①

※一部要否検討中

※平常時の方が多いため、そちらで対応するという意味



58まとめ（２／２）

＜商品区分の見直し＞

✓ 極力、SCUCロジックの計算時間を短くするよう、現行の商品区分から集約する（減らす）方向性を基本とし、
商品集約による様々な課題は、過去経緯等を踏まえながら慎重に検討

✓ 機能・要件の近いEDC領域の商品である二次②、三次①について、新規参入を阻害しないよう、三次①に集約
する方向で検討（リソースのハイパフォーマンス部分を、「インセンティブ設計」等により活用）

＜各商品必要量の算定式＞

✓ 現在（2024年）の需給調整市場での必要量をベースとし、同時市場へ移行したと仮定した場合の必要量の
試算結果としては、現行必要量の50～80％程度となることを確認（今後精緻化の上、便益試算にも活用）

✓ 米国と日本の違い、ならびに地内混雑発生に伴う将来課題や現行手法の非効率性を踏まえ、まずは広域運用
単位でのΔkW確保エリア（sub-zone）の細分化を基本とする

＜電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件＞

✓ 電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件は、調整力の必要性や区分・必要量（ΔkW確保単位含む）
の検討とも並行し、引き続き検討

◼ なお、これらタスクアウト項目の検討状況については、検討途上のものもあるため、引き続き検討を進める。


